
１ 救助活動状況

 

第１表　救助活動状況

　　※　その他の事故は、消防機関へ通報する火災報知設備に係る事案、救助事案の事実なし（不在、
　　　自ら解錠済又は脱出済）等の合計である。

　令和５年中の救助活動件数は１９９件で、前年と比べて２２件増加しており、事故

令和５年 (１月～１２月) における救助概況

種別では、建物等による事故８９件、火災２９件、交通事故１０件、ガス及び酸欠事

※ 本統計中の全ての表・図における合計値は、端数処理の関係で１００％とならない場合があります。

故９件、その他の事故６２件となっている。(第１図・第１表）
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第１図 事故別救助活動状況
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２ 救助人員状況

３ 救助活動件数及び救助人員の推移

  過去５年間の救助活動件数及び救助人員の推移は第３図・第２表のとおりである。

　救助活動における救助人員は８７人で、前年と同数であり、事故種別では、建物等に

よる事故６８人、交通事故９人、ガス及び酸欠事故１人、その他の事故９人となってい

る。(第２図）
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第３図 過去５年間の救助活動件数・救助人員の推移

第２図 事故別救助人員状況
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        第２表　過去５年間の事故別救助活動件数及び救助人員状況
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